
　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当薬剤師

　　　　　　　　　　　　　様の治療に使うお薬の説明

【ベクティビックス療法】

２週間に１回、点滴します。
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	(1)：余分な細胞が増えるのを防ぎます
(2)：血管に薬がのこらないよう洗い流します


この治療法の副作用

［点滴を受ける日］
· アレルギー

お薬が体に合わない場合、息苦しさや発疹などが出てくることがあります。このような場合は、すぐにお知らせください。
· 吐き気、食欲不振

吐き気が現れることがあります。
［点滴を受けてから数日〜１週間］
· 倦怠感（だるい感じ）

　体のだるさなどが続くことがあります。無理せず体を休めましょう。
· 吐き気、食欲不振

吐き気が現れることがあります。
· 口内炎

　口の中の粘膜が薬によってただれ、口内炎が出来やすくなります。口内炎がひどい

　場合はご相談ください。口の中はなるべく清潔にしてください。

· 下痢

腸の粘膜が薬によってただれ、下痢を起こすことがあります。下痢止めを使用することもできます。下痢がひどい場合は受診してください。

· 皮膚症状

皮膚が乾燥しやすくなり、かさかさしたり、顔や上半身にニキビができる場合があります。また、爪のまわりに炎症を起こして痛みを伴う場合もあります。

処方された保湿剤を使用してください。また、自宅でも乾燥しないよう、皮膚ケアを行ってください。皮膚に症状が現れたら、早めにお伝えください。皮膚科受診などが必要な場合があります。
［点滴を受けてから１，２週間後〜］
· 間質性肺炎

発現時期は決まっていませんが、ときに間質性肺炎が起こることがあります。息切れや呼吸がしにくかったり、咳や発熱があった場合、すぐ受診してください。

・結膜炎

　発現時期は決まっていませんが、結膜炎が起こることがあります。目の異常が現れたら、すぐ受診して下さい。
６０分はアレルギー症状などの観察が必要です
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（２）生理食塩液





生理食塩液


　　＋ベクティビックス









